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上田市独自の「まちづくりのルール」を目指して

■発行日／平成 22年 2月 22日 ■発行元／上田市の自治の基本原則等を定める条例検討委員会

「第3回まちづくり講演会」を開催しました （平成 21 年 12月 13 日上田創造館）

山梨学院大学教授 日高昭夫先生をお招きして、講演会を行いました。先生は自治会・町内会の全国

的な調査に基づく、まちづくりや地域自治のあり方などについて、長年研究を続けられています。

先生の調査と、上田市の合併経過、自治

会の情報をもとに、「地域コミュニティの現

状とこれからの地域のあり方」と題して、

明治からの市町村合併を経て地域のコミュ

ニティがどの様に成り立ってきたかを、上

田市の自治会の設立時期から分析していた

だき、自治会の果たしている役割や、これ

からの地域のあり方について国際比較や近

年のコミュニティを取り巻く状況などをご

説明いただきました。それぞれの特長を活

かして地域のコミュニティの再活性化を図り、より一層の住民自治の発展につながるように、地域自治

システムの基本ルール・制度・運用の全般的なあり方について議論し、住民・議員・

職員の意識改革を促す必要があり、自治基本条例の制定はそのための取り組みとして、

住民の中でしっかり議論して欲しいとのご提案をいただきました。

「コミュニティの歴史とこれから」 ～日高昭夫教授の講演から～

先生は自治会が「日本特有の地方自治の歴史の産物」で、基礎自治体（市町村）と

の重層的な協働体制に特徴があると説明されました。自治会は個別に見れば特定の地

域における近隣関係を基礎とした親睦団体ですが、総体的に見ると全国ほぼすべての

区域を網羅して組織している非公式の地方自治システムであるともいえます。古くは

村などの自治体であったことから、もともと行政機関と密接な「協働」関係を持って

きたという経緯があります。

今、自治会は加入率低下など多くの課題に直面して

います。一方、自治会には①「遠くの親類より近くの

他人」「お隣さんに迷惑はかけられない」という思いや

り機能、②住民と行政の橋渡し役、③社会資源の提供

による公共サービスの提供、④自主性に基づく「継続

性」と「実効性」、⑤小規模分散型の公共サービスの担

い手など優れた機能が多くあります。自治会はこうし

た特徴をメリットとして積極的にアピールしながら活

動することが求められる一方、地域協議会や地域自治

センターが、課題解決に向けた自治会、ＮＰＯ、大学
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地域内分権と地域協働体制は、自治体と住民
が歴史を通じて生み出した知恵では？！



等の連携・協働する場を作り出す「プロデュース機能(Produce)」、より広域の視点から課題を提案する

「政策提言機能(Advocacy)」、自治会・ＮＰＯの活動を支援する「サポート機能(Support)」の 3 点の機

能が必要であると、提案されました。先生はその 3 つの機能を合わせて、ＰＡＳ（パス）をつなぐ機能

と説明されました。

市長との懇談会を行いました

条例検討委員会は、今までの分科会での議論を経て、それぞれの分科会で中心的に議論

された、「執行機関」「議会」「住民投票」について、意見をまとめた経過報告書を、市長に

提出し、あわせて、検討委員と市長との意見交換が車座で行われました。

市長との話の中で、市長の自治基本条例へ

の想いを確認するとともに、自治基本条例を

1 年以上かけて議論してきた中で、委員が感

じたことを、市長と直接意見交換する機会と

なりました。市長からは「この条例をもっと住民に知っ

てもらうため、内容を分かりやすい表現で伝えていく工

夫が必要である」という意見や、「それぞれの地域での取

り組みの中で、未来に向けて前向きな住民活動が大切で

ある」というご意見をいただきました。一方、委員から

も「この条例がしっかりと運用されていくための推進組

織が必要ではないか」という意見や「市民団体や大学、

企業などをもっと連携し、活用して欲しい」という意見がだされました。

検討委員会では、経過報告で報告し切れなかった項目も含めて、すべての項目について 4月を目安に

中間報告を行う予定で、議論を進めています。

皆さんのご意見をお待ちしています！

検討委員会は皆さんのご意見を随時募集しています。どのようなことでもかまいませんので、皆さん

の声をぜひお寄せください。

これからの会議の予定・・・

【今後の予定】中間報告に向けた全体での意見調整を行います。

第 11 回 平成 22年 4 月 24 日（土曜日） 午前 11 時～ 上田駅前ビルパレオ 2 階 市民会議室

アドバイザー 四日市大学総合政策学部 学部長 岩崎恭典教授

事務局から・・・

検討委員会の配布資料や議事録などの情報は、上田市役所ホームページからもご覧いただけます。

【事務局】上田市役所政策企画局まちづくり協働課 電話 0268-22-4100（内線 1354）

【ホームページ】http://www.city.ueda.nagano.jp

【ご意見はこちらから】http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/jiti/kihon.html
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